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高まる国民負担
　国の来年度予算の概算要求額は、過去最大の
約１１４兆円となりました。これに長期化する
物価高騰や少子化対策などの金額が示されてい
ない事項要求が上乗せされる方向となります。
２０年前は８０兆円台前半であった予算規模が、
リーマンショックや東日本大震災の緊急的な対
応で１００兆円規模となり、コロナ禍でさらに
膨れ上がった状態です。
　一方で、租税及び社会保障の負担を合計した
国民負担率は、１０年前に４０％台に突入し、現
在は５０％台目前に迫っており、実に半世紀前
から２倍近くとなっています。
　我が国が直面する課題を考慮すれば、防衛費
や少子化対策への予算は必要ですが、２年後に
はすべての団塊世代が後期高齢者入りし、介護
や医療などの社会保障費の支出が増大すること
も想定しなければなりません。
　昨年度の国の税収は約７１兆円で、愛媛県も
約１,６７３億円と共に過去最高を記録しました
が、人口減少や経済の市場規模が縮小していく
中、歳出削減による財政再建の取り組みは欠か
せないと考えています。 

人口に見合う地域の型作りを
　今後、建設後５０年以上を経過する道路、橋、
トンネルや港湾岸壁、河川管理施設、水道管など
の社会インフラが加速度的に高くなります。本
県は、修繕の必要な施設が４割を超え、適切な
維持管理・更新に困難を極めています。
　また、９月末で旧玉川町の生活バスが廃止と
なります。令和4年の県内の生活バス路線は、
２３４路線と２０年前から半減しているにもか
かわらず、路線維持に掛かる市町が負担する費
用は倍増しています。

　社会生活を送る上で利便性を高めることは政
治家の仕事でもありますが、人口減少による税

収減や県土の約７割が過疎地域で占められるよ
うになり、財政面では現状維持が厳しい状況です。
　そのため、財政シミュレーションによる歳出
歳入の推移を明らかにし、県民との危機意識を
共有した上で、人口に見合う地域の型作りを行
うべきと中村知事への要望でも申し入れました。

地域間の大競争時代を勝ち抜く
　国民が情報を容易に入手できる時代となった
現代の自治体運営は、行政サービスをはじめ、産
業、教育、医療・福祉や海外の販路開拓など、様々
な分野で地域間の大競争時代が到来しています。
　本県もデジタル化や移住などの従来の強みを
伸ばすと共に、地域ブランドの確立やマーケティ
ング戦略を展開し、魅力ある地域としての地位
を確立していくことが肝要です。
　人口減少で社会構造を大きく変えなければな
らない時代ですが、県民の幸福を追求し、愛媛
の躍動への活動に全力投球します。

日本維新の会に復帰したため一人会派となったが､中村知事の配慮
で直接面会する機会を頂き､予算及び政策要望を行う。 （8/22）

身を切る改革､実行中。
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